
　

医
師
と
し
て
困
難
に
直
面

し
た
際
、
答
え
は
常
に
ど
こ

か
に
用
意
さ
れ
て
い
た
。
5

年
目
の
医
師
が
思
い
つ
く
よ

う
な
疑
問
の
大
半
を
、
先
輩

方
は
既
に
乗
り
越
え
て
い

た
。
あ
る
い
は
、
論
文
を
検

索
す
れ
ば
、
世
界
中
で
活
躍

す
る
先
生
方
の
知
見
に
簡
単

に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。

し
か
し
２
０
２
０
年
４
月
、

こ
の
時
だ
け
は
違
っ
た
。
日

本
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐

19
）
が
猛
威
を
振
る
い
始

め
、
そ
れ
は
慶
應
病
院
も
例

外
で
は
な
く
、
ま
さ
に
暗
中

模
索
の
日
々
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ま
で
に
、
慶
應
病
院
救
急

科
と
し
て
11
例
の
重
症
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
患
者
の
診
療
に

従
事
し
て
い
る
。

　

帰
室
直
後
か
ら
、
前
病
院

で
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン

セ
ス
号
の
患
者
の
治
療
経
験

が
買
わ
れ
、
慶
應
病
院
の
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
対
策
チ
ー
ム

に
末
席
な
が
ら
名
を
連
ね

た
。
病
院
内
の
体
制
作
り
と

治
療
法
の
統
一
が
急
務
で
あ

り
、
後
者
が
我
々
若
手
の
仕

事
で
あ
っ
た
。
科
学
的
根
拠

が
不
十
分
な
デ
ー
タ
が
世
界

中
か
ら
報
告
さ
れ
て
お
り
、

本
邦
流
行
初
期
に
は
情
報
が

錯
綜
し
、
担
当
医
ご
と
に
治

療
内
容
が
大
き
く
異
な
る
状

況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
我
々

は
1
週
間
に
約
１
０
０
本
の

論
文
を
通
読
し
文
献
の

narrative review

を
行
い
、

網
羅
的
資
料
を
作
成
し
た
。

類
似
疾
患
の
治
療
経
験
を
踏

ま
え
て
診
療
科
横
断
的
な
討

議
を
行
い
、
院
内
の
画
一
し

た
治
療
方
針
を
決
定
し
、
患

者
の
治
療
に
当
た
っ
た
。

　

約
半
年
の
月
日
が
流
れ
、

現
在
も
我
々
救
急
科
と
麻
酔

科
が
中
心
と
な
り
重
症
患
者

の
、
呼
吸
器
内
科
が
中
心
と

な
り
中
等
症
患
者
の
対
応
を

続
け
て
い
る
。
幸
い
な
こ
と

に
、
多
数
の
医
師
やco-

medical

の
協
力
の
下
で
、

数
多
く
の
患
者
を
救
う
こ
と

が
で
き
て
い
る
。
こ
の
経
験

を
生
か
し
、
臨
床
現
場
か
ら

も
エ
ビ
デ
ン
ス
を
発
信
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
重
症
患
者
の
症
例
報
告

に
加
え
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐

19
へ
の
対
応
に
関
す
る
総
説

をK
eio Journal of 

Medicine

に
投
稿
し
た
。

　

慶
應
の
医
師
で
あ
る
か
ら

に
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
発
信

す
る
側
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
学
生
時
代
か
ら
指

導
さ
れ
て
き
た
。
途
方
も
な

く
大
き
く
、
先
の
こ
と
の
よ

う
に
思
え
て
い
た
が
、
先
輩

方
の
手
助
け
の
元
、
小
さ
い

な
が
ら
も
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
と
の
戦
い
は

続
く
中
で
、
若
手
な
が
ら
自

我
作
古
の
精
神
で
歩
ん
で
い

き
た
い
。

（
救
急
医
学
教
室

 

松
村
一
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95
回
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Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
は
未
だ
終
息
の
兆
し
が
見
え
ず
、
む
し
ろ
全
国
的
に
感
染
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
各
地
の
医
療
機
関
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る

の
か
、
全
国
の
三
四
会
員
か
ら
そ
の
実
情
を
伝
え
て
も
ら
い
ま
す
。

各
地
の
医
療
機
関
に
見
る
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
の
影
響

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
振
り
返
っ
て

〜
い
か
に
し
て
福
井
は
医
療
崩
壊
を
防
げ
た
の
か
〜

池
端 

幸
彦（
59
回
）

福
井
県
医
師
会 

会
長

〈福井県〉

　

２
０
１
９
年
12
月
、
中
国

湖
北
省
武
漢
市
か
ら
始
ま
っ

た
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
は
、
瞬

く
間
に
世
界
中
に
拡
大
し
、

国
内
で
も
２
０
２
０
年
３
月

下
旬
か
ら
患
者
数
が
増
加
し

た
。
福
井
県
に
お
い
て
も
、

本
年
３
月
18
日
に
初
感
染
者

厚
労
省
医
務
技
監
（
63
回
）

か
ら
私
の
携
帯
に
電
話
が
入

る
。「
福
井
県
は
か
な
り
ま

ず
い
。
明
日
本
省
か
ら
医
系

技
官
２
名
を
派
遣
す
る
が
、

医
師
会
と
し
て
も
至
急
対
応

を
！
」「
県
か
ら
他
県
へ
の

患
者
搬
送
と
自
衛
隊
派
遣
要

請
が
出
て
い
る
」
と
聞
き
驚

い
た
が
、
こ
れ
で
私
も
覚
悟

を
決
め
た
。
会
長
就
任
１
年

目
初
の
大
仕
事
が
こ
れ
か
！

？
と
少
々
憂
い
た
が
、
誰
か

が
や
る
し
か
な
い
。

　

翌
４
月
６
日
、
県
医
師
会

独
自
に
よ
る
緊
急
記
者
会
見

を
行
い
、「
医
療
提
供
体
制

緊
急
事
態
宣
言
」
を
発
表
。

全
国
紙
も
含
め
報
道
関
係
十

数
社
が
集
ま
り
、
１
時
間
半

以
上
に
及
ぶ
会
見
と
な
り
、

そ
れ
以
降
定
期
的
に
会
見
を

開
い
た
。

　

次
に
そ
の
夜
、
県
内
の
主

な
病
院
長
等
を
緊
急
召
集
、

県
と
共
に
対
策
会
議
を
開
催

し
、
今
後
の
受
入
可
能
病
床

数
は
30
床
に
も
満
た
な
い
こ

と
が
判
明
。
更
に
最
前
線
で

治
療
に
当
た
っ
て
い
る
医
師

・
看
護
師
か
ら
、「
交
代
も

出
来
ず
、
疲
弊
も
ピ
ー
ク
。

こ
の
ま
ま
で
は
つ
ぶ
れ
て
し

ま
う
」
と
の
悲
痛
な
叫
び
を

聞
き
、
誰
も
が
「
医
療
崩

壊
」
が
現
実
に
な
り
つ
つ
あ

る
と
感
じ
た
。
と
は
言
え
受

け
入
れ
リ
ス
ク
は
多
大
で
、

深
夜
11
時
近
く
に
な
っ
て

も
、
病
床
提
供
を
名
乗
り
出

て
は
く
れ
ず
、
非
常
に
重
い

空
気
に
包
ま
れ
た
。
そ
こ

で
、「
で
き
な
い
理
由
を
い

く
ら
挙
げ
て
も
仕
方
が
な

い
。
明
日
は
、
職
員
や
家
族

か
も
し
れ
な
い
。
皆
が
少
し

だ
け
無
理
を
し
て
拡
げ
る
し

か
な
い
。
県
医
師
会
は
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
体
採
取
を
引
き
受
け
る

！
」
と
啖
呵
を
切
っ
た
。
こ

こ
で
某
病
院
長
が
「
う
ち
は

感
染
症
指
定
病
院
で
は
な
い

が
、
通
常
診
療
を
減
ら
し
１

病
棟
確
保
す
る
」
と
申
し
出

て
頂
い
た
。
こ
こ
か
ら
空
気

が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
、
最
終

的
に
は
３
５
０
床
の
協
力
体

制
が
得
ら
れ
た
。
種
明
か
し

を
す
れ
ば
、
前
述
の
病
院
長

は
私
の
会
長
就
任
時
、
副
会

長
に
就
い
て
頂
い
た
現
職
の

福
井
大
学
病
院
長
で
、
私
の

窮
状
を
み
て
の
大
英
断
。
福

井
コ
ロ
ナ
禍
で
大
学
病
院
が

大
変
協
力
的
だ
っ
た
こ
と

は
、
本
当
に
有
り
難
か
っ

た
。

　

４
月
下
旬
ま
で
入
院
者
の

ピ
ー
ク
が
続
き
、
ま
さ
に
危

機
一
髪
の
状
況
。
や
は
り
緊

急
会
議
で
関
係
機
関
が
（
密

を
避
け
な
が
ら
）
一
同
に
会

し
て
、
現
場
の
危
機
が
正
し

く
発
信
さ
れ
、
関
係
者
間
で

危
機
感
の
共
有
が
出
来
た
こ

と
が
、
そ
の
後
も
体
制
強
化

に
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。
現

状
の
気
が
か
り
は
、
未
だ
に

ど
の
医
療
機
関
の
経
営
状
況

も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る

事
。
そ
こ
で
県
医
師
会
で
も

各
医
療
機
関
の
感
染
症
対
策

を
進
め
る
と
共
に
、
地
元
紙

へ
の
意
見
広
告
な
ど
活
用

し
、
県
民
に
必
要
な
受
診
、

検
診
、
予
防
接
種
を
過
度
に

控
え
な
い
よ
う
働
き
か
け
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
現
在

県
内
で
も
感
染
者
が
再
び
微

増
し
て
い
る
が
、
既
に
病
床

の
出
口
戦
略
や
検
査
体
制
の

充
実
も
含
め
て
第
二
波
を
乗

り
超
え
る
た
め
の
多
く
の
経

験
知
が
あ
り
、
必
ず
や
克
服

で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。

日本医師会「医療危機的状況宣言」に続き、全国に先駆けて
福井県医師会独自で「医療提供体制緊急事態宣言」を発表　

加藤厚生労働大臣、橋本副大臣、自見政務官らから、福井県
医師会の取り組みについて、ウェブ･ヒアリングを受ける　

を
認
め
た
後
、
一
時
期
は
対

人
口
比
感
染
者
数
で
東
京
を

抜
い
て
第
1
位
と
な
る
程
の

急
激
な
増
加
が
伝
え
ら
れ
て

い
た
が
、
私
自
身
は
そ
れ
程

の
危
機
感
は
感
じ
て
い
な
か

っ
た
。

　

し
か
し
初
感
染
者
発
生
か

ら
２
週
間
後
、
第
１
波
が
ピ

ー
ク
に
達
し
て
い
た
４
月
５

日
夜
、
旧
知
の
鈴
木
康
裕
前

第25回慶應医学賞受賞者決定
バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
を
開
発
し
た
宮
脇
博
士
と

シ
ン
グ
ル
セ
ル
解
析
技
術
を
開
発
し
た
レ
ゲ
フ
博
士

A
アヴィヴ

viv R
レゲフ

egev博士
Executive Vice President, 
Genentech Research and 
Early Development

　

慶
應
医
学
賞
は
、
世
界
の

医
学
・
生
命
科
学
の
領
域
に

お
い
て
医
学
を
中
心
と
し
た

諸
科
学
の
発
展
に
寄
与
す
る

顕
著
、
か
つ
創
造
的
な
研
究

業
績
を
あ
げ
た
研
究
者
を
顕

彰
す
る
も
の
で
、
１
９
９
６

年
よ
り
45
名
の
研
究
者
に
対

し
授
与
し
て
い
ま
す
。
記
念

す
べ
き
25
回
目
を
迎
え
た
今

年
の
慶
應
医
学
賞
受
賞
者
は

宮
脇
敦
史
博
士
（
国
立
研
究

開
発
法
人
理
化
学
研
究
所 

脳
神
経
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）、Aviv 

Regev

博
士
（Executive 

V
ice P

resid
ent, 

Genentech Research and 
Early Development

）
の
２

名
に
決
定
し
、
慶
應
医
学
賞

審
査
委
員
会
は
下
記
の
と
お

り
授
賞
理
由
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

本
賞
は
、
世
界
十
数
カ
国

の
著
名
な
研
究
者
お
よ
び
研

究
機
関
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候

補
者
の
中
か
ら
、
学
内
外
約

90
名
の
審
査
員
に
よ
る
厳
正

な
審
査
を
経
て
、
受
賞
者
を

決
定
し
て
い
ま
す
。
受
賞
者

に
は
賞
状
と
メ
ダ
ル
お
よ
び

賞
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
本

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
流
行
に
と
も
な
い
、

慶
應
医
学
賞
関
連
行
事
等

は
、
医
学
賞
設
立
以
来
、
初

の
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で

開
催
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
決
定
次
第
「
慶

應
医
学
賞
」
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

に
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す
。

10
月
1
日
：
受
賞
者
発
表
、

受
賞
者
メ
ッ
セ
ー
ジ
映
像
公

開
（
医
学
賞
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

に
て
）

11
月
30
日
：
授
賞
セ
レ
モ
ニ

ー
・
対
談
、
学
生
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
（
12
月
上
旬
、
映
像
公

開
予
定
）

12
月
9
日
：
レ
ゲ
フ
博
士 

受
賞
記
念
講
演
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

12
月
16
日
：
宮
脇
博
士 

受

賞
記
念
講
演
ウ
ェ
ビ
ナ
ー　

（
ラ
イ
ブ
配
信
）

12
月
中
旬
：
受
賞
記
念
講
演

ラ
イ
ブ
配
信

使
用
言
語
：
い
ず
れ
も
英
語

（
予
定
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ
： https://www.

ms-fund.keio.ac.jp/en/
prize/　

第
25
回
慶
應
医
学
賞
審
査
委

員
：【
塩
見
春
彦 

（
委
員
長

・
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
分

子
生
物
学
教
授
）、
有
田
誠

（
慶
應
義
塾
大
学
薬
学
部
代

謝
生
理
化
学
教
授
）、
岡
野

栄
之
（
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
生
理
学
教
授
）、
久
保
田

義
顕
（
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
解
剖
学
教
授
）、
中
原
仁

（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
内

科
学
（
神
経
）
教
授
）、
本

田
賢
也
（
慶
應
義
塾
大
学
医

学
部
微
生
物
学
・
免
疫
学
教

授
）、
審
良
静
男 

（
大
阪
大

学
Ｗ
Ｐ
Ｉ
免
疫
学
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教

授
）、
清
水
孝
雄
（
国
立
研

究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
脂
質
シ
グ
ナ

リ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
長
）、

宮み
や

脇わ
き 

敦あ
つ

史し

博
士

国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所

脳
神
経
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

研
究
者
に
広
く
利
用
さ
れ
て

お
り
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た

知
見
は
医
学
、
生
命
科
学
研

究
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
宮
脇
博
士

は
、
医
学
、
生
命
科
学
の
研

究
に
新
展
開
を
も
た
ら
し
、

新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
切
り

開
く
独
創
的
な
研
究
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

授
賞
研
究
テ
ー
マ
：
シ
ン
グ

ル
セ
ル
解
析
技
術
か
ら
生
命

複
雑
系
の
理
解
へ

す
。

　

Regev

博
士
は
、
シ
ン
グ

ル
セ
ル
解
析
に
必
要
な
計
算

生
物
学
の
手
法
を
独
自
に
開

発
し
、
２
０
１
０
年
代
初
頭

よ
り
こ
の
分
野
を
リ
ー
ド
し

て
き
ま
し
た
。
２
０
１
３
年

にRegev

博
士
は
マ
ウ
ス
樹

状
細
胞
の
シ
ン
グ
ル
セ
ル
解

析
に
つ
い
て
画
期
的
な
論
文

を
発
表
し
、
今
日
に
至
る
シ

ン
グ
ル
セ
ル
解
析
技
術
の
基

盤
を
確
立
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
解
析
を
効
率
よ
く
行
う

た
め
の
手
法
と
し
てDrop-

Seq

を
共
同
開
発
し
、
さ
ら

にCRISPR

ゲ
ノ
ム
編
集
技

術
と
シ
ン
グ
ル
セ
ル
解
析
を

組
み
合
わ
せ
たPerturb-

Seq

を
開
発
し
、
一
度
に
数

千
の
遺
伝
子
機
能
を
包
括
的

に
解
析
す
る
こ
と
を
可
能
に

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
病
態
と
関
連
す
る

新
し
い
細
胞
種
の
特
定
や
、

腫
瘍
組
織
に
お
け
る
細
胞
の

個
性
や
つ
な
が
り
を
解
明
す

る
た
め
の
新
し
い
計
算
手
法

の
確
立
な
ど
、
多
く
の
医
学

・
生
物
学
的
に
重
要
な
知
見

を
提
供
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
人
体
の
す
べ
て
の
細
胞

を
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
計
画
の

国
際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

「Human Cell Atlas

」
を

牽
引
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
シ
ン
グ
ル

セ
ル
解
析
技
術
の
進
歩
は
医

学
・
生
物
学
に
お
い
て
飛
躍

的
な
発
展
を
も
た
ら
し
て
お

り
、Regev

博
士
の
業
績
は

慶
應
医
学
賞
に
ふ
さ
わ
し
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

バ
イ
オ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

は
、
生
き
た
細
胞
内
で
の
物

質
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化

を
色
鮮
や
か
に
描
き
出
す
た

め
の
可
視
化
技
術
で
あ
り
、

現
在
の
医
学
、
生
命
科
学
研

究
を
大
き
く
発
展
さ
せ
る
礎

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

宮
脇
敦
史
博
士
は
、
こ
れ

ま
で
にCameleon, Venus, 

Kaede, Dronpa, Pericam, 

生
駒 

成
彦（
外
86
回
）

T
he U

niversity of T
exas M

D
 

A
nderson C

ancer C
enter

（
ア
メ
リ
カ
・
テ
キ
サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
）

　

２
０
２
０
年
初
頭
よ
り

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
は
ほ
ぼ
全
世
界
を
席
巻

し
、
現
在
も
世
界
的
な
感

染
者
数
、
死
者
数
共
に
増

加
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り

ま
す
。

　

全
米
で
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
東

海
岸
に
て
大
変
な
衝
撃
を

与
え
た
の
ち
に
、
感
染
中

心
を
テ
キ
サ
ス
・
フ
ロ
リ

ダ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
等

の
南
・
西
部
へ
と
移
し
、

状
況
は
予
断
を
許
し
ま
せ

ん
。
全
米
の
医
療
機
関
も

地
域
の
感
染
状
況
や
医
療

機
関
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に

合
わ
せ
て
臨
機
応
変
で
戦

略
的
な
対
応
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。

員
、
患
者
、
そ
し
て
自
分

や
家
族
の
コ
ロ
ナ
感
染
リ

ス
ク
も
懸
念
し
な
が
ら
臨

床
業
務
・
治
療
方
針
の
選

択
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
日
々
は
ス
ト
レ
ス
の
あ

る
も
の
で
し
た
。
自
分
が

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
チ
ー
ム
に
配

属
さ
れ
る
事
も
あ
る
か
と

思
い
、
家
族
に
は
入
国
規

制
の
始
ま
る
直
前
の
３
月

末
に
日
本
へ
帰
国
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
健
康
で
あ

ろ
う
と
感
染
し
た
場
合
入

院
治
療
を
要
す
る
可
能
性

が
あ
る
事
を
考
え
る
と
、

子
供
達
を
預
け
ら
れ
る
親

戚
の
い
な
い
海
外
で
は
コ

ロ
ナ
感
染
は
よ
り
一
層
恐

怖
で
し
た
。

　

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
は
デ

モ
の
影
響
も
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
、
6
月
の
後
半

か
ら
爆
発
的
な
感
染
者
数

の
増
加
が
あ
り
ま
し
た
。

一
日
の
感
染
者
は
３
０
０

０
人
に
ま
で
の
ぼ
り
、
ヒ

ュ
ー
ス
ト
ン
の
人
口
が
東

京
の
１
／
４
程
度
で
あ
る

事
を
考
え
る
と
規
模
の
大

き
さ
が
想
像
で
き
る
か
と

思
い
ま
す
。
テ
キ
サ
ス
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
と

っ
て
幸
い
で
あ
っ
た
の
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
等
で
の
パ

第1２０回日本外科学会（会頭：北川雄光教授・病院長）、
「COVID-19と外科医の闘い」でのパネルディスカッショ
ン。日比泰造教授（熊本大学）、武冨紹信教授（北海道大
学）の司会のもと、加藤友郎先生(コロンビア大学)はご自
身が感染されたご経験を、福原進一先生（ミシガン大学）
は患者さんが感染のため術後死亡されたご経験を話され
ました。

シ
リ
ー
ズ
連
載

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
と
共
に
。海
外
で
働
く

　

医
療
機
関
に
よ
っ
て
取

ら
れ
る
べ
き
対
応
は
変
わ

り
ま
す
が
、
特
に
癌
セ
ン

タ
ー
で
は
免
疫
力
の
低
下

し
て
い
る
癌
患
者
を
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
の
リ
ス
ク
か
ら
守

る
こ
と
が
最
重
要
で
あ

り
、
当
院
で
は
３
月
末
よ

り
テ
キ
サ
ス
州
外
か
ら
の

来
院
規
制
、
人
工
呼
吸
及

び
集
中
治
療
室
の
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
保
全
の
た
め
の
手

術
件
数
規
制
、
患
者
面
会

規
制
、
手
術
全
例
で
の
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
、
積
極
的
な
対
応

が
取
ら
れ
ま
し
た
。
腫
瘍

外
科
医
と
し
て
目
の
前
の

患
者
の
治
療
だ
け
に
専
念

し
て
い
れ
ば
良
い
の
で
は

な
く
、
恐
怖
の
蔓
延
す
る

中
で
地
域
、
病
院
、
職

第
２
回

ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
の
時
間

差
で
、
医
療
物
資
が
し
っ

か
り
確
保
さ
れ
て
い
た
事

と
治
療
方
針
が
あ
る
程
度

確
立
さ
れ
て
い
た
事
で
、

医
療
崩
壊
は
免
れ
、
死
亡

率
は
低
く
抑
え
ら
れ
た
事

で
し
ょ
う
。
現
在
は
入
院

者
数
・
死
亡
者
数
は
減
少

し
、
医
療
現
場
も
一
定
の

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て

お
り
ま
す
。
当
院
で
も
手

術
規
制
は
解
除
さ
れ
、
外

科
医
と
し
て
患
者
の
た
め

に
手
術
で
き
る
環
境
を
あ

り
が
た
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
学
校
や

経
済
の
再
開
・
活
発
化
に

つ
き
第
3
次
感
染
ピ
ー
ク

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
注
意
を
払
い
な

が
ら
コ
ロ
ナ
後
の
新
し
い

日
常
の
中
で
出
来
る
限
り

地
域
の
医
療
に
貢
献
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
、
翌
41
日
に
は
、
ヌ
シ
ネ

ル
セ
ン
（
商
品
名
：
ス
ピ
ン

ラ
ザ
Ⓡ
）
が
投
与
さ
れ
た
。

２
０
１
７
年
に
、
我
が
国
で

承
認
さ
れ
た
ア
ン
チ
セ
ン
ス

核
酸
医
薬
品
で
あ
る
。
副
作

用
が
少
な
い
反
面
、
４
カ
月

お
き
の
髄
注
が
一
生
涯
必
要

で
あ
る
。
慶
應
義
塾
大
学
病

院
で
、
計
７
回
の
髄
注
を
行

っ
た
。
こ
の
間
に
、
一
回
で

治
療
が
完
結
す
る
遺
伝
子
治

療
薬
ゾ
ル
ゲ
ン
ス
マ
が
保
険

承
認
さ
れ
た
。
四
か
月
お
き

の
髄
注
を
継
続
す
る
負
担
も

考
慮
し
、
今
回
、
家
族
の
希

望
で
、
ゾ
ル
ゲ
ン
ス
マ
の
投

与
を
行
っ
た
。
小
児
遺
伝
性

疾
患
の
患
者
に
対
す
る
遺
伝

子
治
療
の
初
例
と
な
っ
た
。

　

無
治
療
の
場
合
、
間
違
い

な
く
、
人
工
呼
吸
器
に
つ
な

が
れ
、
寝
た
き
り
と
な
る
運

命
の
子
供
が
、
笑
い
、
手
足

を
持
ち
上
げ
、
バ
イ
バ
イ
す

る
姿
を
見
て
、
ア
ン
チ
セ
ン

ス
核
酸
医
薬
品
、
遺
伝
子
治

療
薬
の
効
果
に
驚
嘆
し
、
迅

速
な
診
断
、
治
療
・
医
療
連

携
の
重
要
さ
を
噛
み
し
め

た
。

　

ゾ
ル
ゲ
ン
ス
マ
は
、
患
者

で
生
ま
れ
つ
き
欠
失
し
て
い

る
Ｓ
Ｍ
Ｎ
遺
伝
子
を
ア
デ
ノ

随
伴
ウ
イ
ル
ス
９
（
Ａ
Ａ
Ｖ

９
）
に
組
み
込
ん
だ
静
注
薬

で
あ
る
。
患
者
に
投
与
す
る

こ
と
で
、
患
者
の
体
内
に
Ｓ

Ｍ
Ｎ
遺
伝
子
を
導
入
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
患
者
自
身
の

細
胞
が
、
半
永
久
的
に
Ｓ
Ｍ

Ｎ
タ
ン
パ
ク
を
作
れ
る
よ
う

に
な
る
。

　

本
年
５
月
に
保
険
収
載
さ

れ
た
脊
髄
性
筋
萎
縮
症
に
対

す
る
遺
伝
子
治
療
薬
オ
ナ
セ

ム
ノ
ゲ
ン
ア
ベ
パ
ル
ボ
ベ
ク

ゾ
ル
（
商
品
名
：
ゾ
ル
ゲ
ン

ス
マ
Ⓡ
）
の
投
与
を
慶
應
義

塾
大
学
病
院
で
行
っ
た
。

　

患
児
は
、
1
歳
の
脊
髄
性

筋
萎
縮
症
男
児
で
あ
る
。
塾

関
連
施
設
で
出
生
し
、
生
後

40
日
で
迅
速
に
診
断
が
確
定

　

遺
伝
子
導
入
す
る
際
に
、

強
制
的
に
Ａ
Ａ
Ｖ
９
に
感
染

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

ス
テ
ロ
イ
ド
で
免
疫
抑
制
状

態
に
す
る
。
投
与
後
は
、
患

者
か
ら
排
泄
さ
れ
る
Ａ
Ａ
Ｖ

９
の
環
境
中
へ
の
排
出
を
最

小
限
に
す
る
た
め
、
カ
ル
タ

ヘ
ナ
法
に
従
っ
た
対
応
が
必

要
と
な
る
。
現
在
の
コ
ロ
ナ

禍
の
最
中
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
を
行
い
つ

つ
、
患
者
を
免
疫
抑
制
状
態

に
し
て
Ａ
Ａ
Ｖ
９
を
感
染
さ

せ
、
患
者
か
ら
排
出
さ
れ
る

Ａ
Ａ
Ｖ
９
を
環
境
中
へ
排
出

さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
高
度

な
感
染
管
理
を
必
要
と
し

た
。

　

投
与
準
備
の
段
階
か
ら
、

小
児
科
病
棟
の
医
師
・
看
護

師
を
中
心
に
、
綿
密
な
作
戦

を
立
て
た
。
小
児
科
の
高
橋

孝
雄
教
授
お
よ
び
全
ス
タ
ッ

フ
、
田
野
崎
隆
二
教
授
を
は

じ
め
と
す
る
輸
血
・
細
胞
療

法
セ
ン
タ
ー
の
方
々
、
村
田

満
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
臨

床
検
査
科
の
方
々
に
多
大
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　

ス
ピ
ン
ラ
ザ
の
年
間
薬
剤

費
は
、
約
２
千
８
０
０
万
円

で
あ
っ
た
。
ゾ
ル
ゲ
ン
ス
マ

の
一
回
の
薬
価
は
国
内
史
上

最
高
の
１
億
６
千
７
０
０
万

円
で
あ
る
。
ゾ
ル
ゲ
ン
ス
マ

が
２
０
１
９
年
に
米
国
で
承

認
さ
れ
て
か
ら
、
我
が
国
で

承
認
さ
れ
る
ま
で
約
１
年

間
、
安
全
性
と
と
も
に
コ
ス

ト
に
関
す
る
審
議
が
続
い

た
。
極
め
て
高
額
だ
が
、
保

険
診
療
の
開
始
は
、
明
確
に

新
時
代
の
到
来
を
告
げ
て
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
小
児
遺
伝
性
疾

患
は
、
診
断
に
至
っ
て
も
治

療
が
な
い
も
の
が
多
か
っ

た
。
病
気
の
原
因
を
根
本
か

ら
直
す
遺
伝
子
治
療
は
、
今

後
、
小
児
科
領
域
を
含
め
多

く
の
疾
患
に
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う
。

　

信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
基

礎
と
臨
床
の
連
携
に
よ
っ
て

多
く
の
新
し
い
遺
伝
子
治
療

薬
が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
に

念
じ
、
筆
者
を
含
む
医
療
チ

ー
ム
の
経
験
を
、
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　

（
武
内
俊
樹　

児
81
回
）

小児先天疾患の遺伝子治療開始

日時　　2020年11月21日（土）13時30分〜18時40分
場所	 WEB開催（詳細は本会ホームページをご確認ください）
主催	 慶應医学会
共催	 慶應義塾大学医学部

シンポジウム
『新型コロナウイルス感染症：WEB開催（Live配信）シンポジウム』

　新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）によって引き起こされたパンデ
ミックは、全世界に医療のみならず政治・経済・社会など全ての活動
に、過去に経験したことのない打撃を与え、今も決定的な方向が見えな
いまま、私たちの生活に重くのしかかっています。
　今回第100回となる慶應医学会シンポジウムでは、この感染症の実態
を正しく捉え、これから医療はそして社会はこの窮地にどのように対処
すべきかについて、様々な場面でこの疾患と闘っておられるトップリー
ダーの皆さんをお招きし、WEB開催（Live配信）シンポジウムを開催
することにいたしました。まず、この感染症が我が国で始まった当時に
コロナ対策の総指揮を執っておられた鈴木康裕	前厚生労働省医務技監
に、その対策と今後の方向性についてお話しいただきます。続いてイン
フルエンザ、エボラウイルス研究で世界をリードしておられる東京大学
医科学研究所	河岡義裕教授には、この感染症の病態とウイルス学的な
特性そしてワクチン開発の見通しについてお話しいただきます。続い
て、東京大学公共政策大学院	鎌江伊三夫特任教授に医療政策的観点か
ら診断や疫学についてお話しいただきます。後半は慶應病院において最
前線で感染者の治療を行っておられる福永興壱	呼吸器内科教授に、臨
床的視点から本疾患の病態についてお話しいただきます。次いで東京都
新型コロナウイルス感染症対策本部会議の委員でもある国立国際医療研
究センター大曲貴夫国際感染症センター長に、治療に関する最新かつ最
先端の情報についてお話しいただきます。最後に葛西健	世界保健機関
（WHO）西太平洋事務局事務局長より赴任地のマニラから国際的な視
点から本感染症の今後についてお話を伺います。
　今回お話頂く先生方は、まさに本感染症の対策をそれぞれの立場で舵
取りしておられるキーパーソンであり、そのお考えは今後の我が国およ
び世界の感染対策の重要な指針となります。是非、皆様にはWEBにて
ご参加いただき、ウイズコロナ/ポストコロナを見据えたリーダーの皆
さんのお考えを共有していただければ幸いです。
	 （長谷川直樹、佐谷秀行）
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